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    うちの事業承継どう考える?  ～Ｍ＆Ａの裏表～ 
 
当会会員は、自らが経営者もしくは親族が経営者という方が

多く、いつか訪れる事業承継をスムーズにやり抜くために、今

般、㈱スターシップホールディングス 代表取締役兼 CEO 畠 

嘉伸氏をお招きして研修会を開催し、２９名が参加しました。 
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事業承継は社長業の総仕上げ 

研修委員会委員長 藤井 佳代子 
●問題点 
 
１．社長の高齢化が加速 

(６０歳以上の経営者 ５１.８％) 

２．６５歳以上のオーナー企業の 

半分が後継者不在 

３．社長が高齢になるほど企業 

業績は低迷傾向 

 

●事業承継のパターン 
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長年社員と共に走り、発展させてきた企業のバ

トンをどのように繋いでいくかは、社長としての総

仕上げの仕事です。企業の状況により、選択肢

はいろいろ考えられますが、いずれも時間と計画

性とプロのアドバイス、そして何より後継者の資質

が求められます。 

講演の中で、廃業したくても借入の問題で、清

算できない症候群が急増しているという現実は、

ショッキングでした。また、Ｍ＆Ａというと、会社を

乗っ取られるような悪いイメージでしたが、会社の

将来性を他社とコラボすることにより、自社の歴史

を残し、経営者と社員の生活の安定を望むことが

できる手段として考えられるようになりました。 

最後に畠先生は、後継者のサポーターとして、

そして三代続く企業を目指すため、後継者の結婚

支援もされていると話しておられました。 

講演後、講師の先生との名刺交換に長蛇の列

ができたことは、会員皆様の問題意識の“気づき”

になった証ではないかと、うれしく思っております。 
前列、右から３番目、藤井研修委員長 


